
投資会社アント・キャピタル・パートナーズ、スカラ＜4845＞傘下の
ソフトブレーン＜4779＞をTOBなどで子会社化

投資会社のアント・キャピタル・パートナーズ（東京都千代田区）は14日、スカラ傘下で営業支援サー
ビスを提供するソフトブレーン（東証1部）をTOB（株式公開買い付け）などで完全子会社化すると発
表した。TOBで株式の49.77％を取得したうえで、親会社のスカラが保有する残る50.23％についてソ
フトブレーンが自己株取得する形をとる。2021年3月に買収完了を見込む。ソフトブレーンはTOBに賛
同している。

TOBの実施主体はアント・キャピタル・パートナーズが設立したシー・ファイブ・エイト・ホールディ
ングス。ソフトブレーン株の買付価格は1株871円。TOB公表前日の終値408円に113.48％のプレミア
ムを加えた。買付予定数は1463万5000株で、下限は所有割合16.44％にあたる483万3400株に設定。
スカラ所有のTOB不応募株式50.23％と合わせ所有割合が3分の2超となる。買付代金は127億4708万
円。

買付期間は9月29日～11月10日。公開買付代理人は三菱UFJモルガンスタンレー証券、auカブコム証券
。決済の開始日は11月17日。

TOB成立を受け、ソフトブレーンの減資手続きなどを行う。併せて同社に資金提供し、2021年3月をめ
どにスカラ所有の全株式50.23％を1株714円で取得する。自己株取得額は105億4578万円。

一連の完全子会社化にTOBと自己株取得を合わせて総額232億9200万円を投じる。アント・キャピタ
ル・パートナーズは2000年に設立し、プライベートエクイティ投資（バイアウト）を主軸とする。主
要株主として現在、農林中央金庫、三井物産企業投資が名を連ねる。

ソフトブレーンは1992年に創業し、2000年にマザーズに上場。2005年に東証1部に昇格した。スカラ
は2016年前後からソフトブレーン株の取得を本格化し、2017年には50％超まで買い増して子会社と
していた。スカラは今回の株式売却で得た資金を新たな投資に振り向ける考え。


